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2015 年 3 月 28〜29 日、ナイジェリアでは 1999年の民政移管後 4度目となる大統領と国民議
会の選挙が行われた。大統領選挙では、最大野党である全進歩会議（All Progressives Congress: 
APC）のムハンマド・ブハリ（Muhammadu Buhari）候補が 53％の得票率を達成し、与党であ
る人民民主党（Peoples Democratic Party: PDP）の現職大統領グッドラック・ジョナサン
（Goodluck Jonathan）候補（得票率 44％）を破り当選した。合わせて行われた上下両院の国民










                                                   
1  本稿ではナイジェリア新聞各紙、特に Vanguard、Punch、Sahara Reporters、The Guardianと BBCの報道
を参照した。 
2  ナイジェリアは 36の州と連邦首都准州から成るが、植民地期から現在に至るまで、地域・民族・宗教の相違
に応じた地理的な区分が政治的に問題となった。例えばヨルバ人の多い南西部、イボ人の多い南東部、ハウサ
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員会（Independent National Electoral Commission: INEC）により今回の選挙から導入された
指紋認証付の永久選挙カード（Permanent Voter Card）の登録と発行が大幅に遅れたために、有
権者登録を行えなかった人びとが多くいた。さらに INEC は当初 2 月 14 日を投票日としていた
が、北東部地域の 3 州（ヨベ州、ボルノ州、アダマワ州）では、ボコハラムによるテロ攻撃の激
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南部、南西部、北東部、北央部、北西部の 6 つの地域から、南北交代で次期大統領候補を選出す
ることとしていた。しかし実際のところ、1999 年～2006 年は南西部地域出身のヨルバ人である





























繋がったと思われる汚職事件は以下の 2 つであろう。1 点目はナイジェリア国営石油公社により
2012年 1月～2013年 7月の間に国庫に送金されるはずであった約 200億ドルの資金が行方不明
になったことである。これは 2014 年 2 月、ナイジェリア中央銀行総裁であったラミド・サヌシ
（Lamido Sanusi）による指摘で発覚した。この指摘が故にサヌシはジョナサンに総裁を解任さ
                                                   
5  南西部地域に関しては、選挙直前になって PDPの有力政治家であるオバサンジョが、突如ジョナサンを支持
しないとして離党を表明したことも、南西部の多くの州が APC支持となった要素である。 
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せられ、その結果ジョナサン政権に対する、特に投資家の反発を買った。2点目は 2010〜12年頃


































                                                   
6  サヌシとイウェアラはいずれもジョナサン政権の経済政策を支えた重要人物である。サヌシは北西部地域出身
のハウサ＝フラニ人であり、中央銀行総裁を退いた後、ムハンマド・サヌシ 2世としてカノのエミールに即位
している。イウェアラは南南部地域出身のイボ人であり、ハーバード大学で修士号を、マサチューセッツ工科
大学で博士号を取得したほか、世界銀行の専務理事と副総裁を務めた異色の経歴を持つ。 
